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◆昭和50年度全国高校総合体育大会バドミントン競技会◆
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の
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子
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ド
ミ
ン
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ぶ
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思履背

れ
た
が
午
後
六
時
二
十
五
分
、
金
沢

駅
着
の
上
り
特
急

「自
山
２
号
」
か

ら
元
気
に
降
り
立
ち
、
出
迎
え
た
約

百
五
十
人
の
学
校
関
係
者
や
市
民
ら

の
祝
福
を
受
け
た
。

三
日
の
決
勝
で
宿
敵

・
正
強

（奈

良
）
を
３
１
０
で
破
り
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全
国
制
覇

を
勝
ち
取
っ
た
選
手
ら
は
、
同
エ
ブ

ラ
ス
バ
ン
ド
の
演
奏
す
る
マ
ー
チ
に

迎
え
ら
れ
、
喜
び
い
っ
ぱ
い
故
郷
入

り
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駅
前
広
場
で
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っ
そ
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勝
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が
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原
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平
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宮
森
庄
吉
主
将
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八

人
の
選
手
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も
見
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整
列

石
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目
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。
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光
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に
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は
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目
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勝
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ら
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っ
た
が
、
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の
厚
さ
を
誇
る
金
沢
市
工

と
多
少
の
疲
れ
の
色
を
隠
せ
ぬ
正
強
の
間
に
は
、
闘

う
前
か
ら
、
金
沢
市
工
有
利
の
感
は
ま
ぬ
が
れ
な
か

っ
た
。
し
か
し
、
第

一
ダ
ブ
ル
ス
は
大
い
に
も
つ
れ
、
フ

ル
ゲ
ー
ム
の
末
、
あ
わ
や
と
い
う
と
こ
ろ
で
正
強
は

力
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き
、
金
沢
市
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な

一
ポ
イ
ン
ト
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あ
げ
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勝
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大
き
く

一
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い
た
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そ
し
て
、
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ダ
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グ
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と
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レ
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勝
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で
連
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し
、
見
事
に
優
勝
を

手
に
し
た
。

金
沢
市
工
は
洗
練
さ
れ
た
プ
レ
ー
こ
そ
見
ら
れ
な

か
っ
た
が
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よ
く
き
た
え
ら
れ
て
お
り
、
精
神
力
も

強
く
、
立
派
な
優
勝
で
あ

っ
た
。

一
方
、
準
優
勝
の
正
強
は
、
ス
タ
ミ
ナ
さ
え
あ
れ

ば
チ
ャ
ン
ス
が
あ

っ
た
だ
け
に
惜
し
ま
れ
て
な
ら
な

い
。
層
が
厚
い
場
合
は
心
配
な
い
が
、
た
と
え
ば
二

人
の
選
手
に
頼
ら
れ
る
場
合
は
、
シ
ン
グ
ル
ス
三
試

合
、
ダ
ブ
ル
ス
三
試
合
を
こ
な
す
ス
タ
ミ
ナ
が
必
要

で
あ
る
。

植野(撃
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冒)三冠に輝く,
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試 のめりこんだ一日´
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ダ
ブ
ル
ス
で
気
が
つ
い
た
点
は
、
基
本
で
あ
る
相

手
に
上
げ
さ
せ
て
お
い
て
打

つ
と
い
う
こ
と
が
少
な

く
、
逆
に
簡
単
に
上
げ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
た
び
た

び
見
受
け
ら
れ
た
。
高
校
生
は
や
は
り
打

っ
て
い
る

チ
ー
ム
が
強

い
。
そ
の
た
め
多
少
大
味
な
ダ
ブ

ル
ス

で
あ

っ
た
。

シ
ン
グ
ル
ス
は
、
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
欠
点
が
目
に

つ
い
た
。
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
三
原
則
の

一
つ
で
あ
る
、

よ
り
速
く
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る
と
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う

こ
と
、
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・

ポ
ジ
シ
ョ
ン
ヘ
速
く
も
ど
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た
。
そ
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て
、
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技
術
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熟
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あ
る
の
だ
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ら
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し
で
も
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球
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下
に
入
り
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安
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よ
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こ
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で

あ
る
。
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し
、
う
だ
る
よ
う
な
暑
さ
の
中
の
熱
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は
、

イ
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イ
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も
の
で
あ
り
、
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日

中
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り
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ん
だ
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第
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◆昭和50年度東日本学生選手権大会◆ 7・ 18～ 21仙台
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湊

個

耕

ｍ

子

　

・　

　

・　

　

・
　

　

・
　

　

・
　

・
　

・
　

　

・

女

１

２

３

３

５

５

５

５

ス
治
＞

次
＞

夫
＞

夫
＞

己
＞

弘
＞

勤
＞

弘
＞

ル
金
大

恵
大

郁
大

出
大

克
大

忠
大

厚
大

高
大

ク

グ
　
体
　
経
　
農

日
洋
　
学
　
蔵
　
農
　
東

ツ
ン
村
日
越
東

橋
東
　
東

田
青

部
武

子
東

上
大

ロ

シ
西
＜

堀
＜

高
＜

桂
＜

門
＜

阿
＜

金
＜

三
＜

プ

子
　
・
　

・
　

・
　

・
　

・
　

・
　

・　
　
・

Ｂ

男

１

２

３

３

５

５

５

５

・ 松 口 金彦

・辻   敏 弘

・長谷川博幸

・ 須藤   茂

・伊東 勝之

・西村 正美

・ 池田 隆治

・坂井   孝

昭 和 50年度  関 東 学 生 バ ド ミン

6月 13, 16, 17,

男子 ダブル ス

1.橋 本 敏郎・木村  徹
(慶  大 )
2.二 上  高広 。新 岡 潤一
(大 東大 )

3.加 藤  岳・ 渡辺  優
(横国大 )
3.山 本  正・種本 和広
(大東大 )
5.塩 川 正美 。桂  日出夫
(東洋大 )
5.山 下 雅玄・竹田 和郎
(国学院 )

5.浜 田 知幸・加藤  貴久
(成躍大 )

5.西 村  金治・長谷川 博
(日 体大 )

Aプロック
女子シングル ス
1.千 葉  陽子
(日 女体 )

2. 近藤   /1ヽ織
(日 女体 )

3.松 田 敦子
(日 女体 )

3.渡 辺 多喜子
(日 女体 )

5.高 瀬  治子
(日 体大 )

5.大 場■i弥子
(日 女体 )

5。 日山 裕子
(日 体大 )

5.桜井  誠子
(日 体大 )

トン選 手 権 大 会

19, 20, 24～ 28日

Bプロック
女子シングル ス

1.中 村  紀子
(学習院 )
2.菱 山 節子
(慶  大 )
3.金 城 あつ子
(玉川大 )
3.佐 久間恭子
(日 体大 )

5.山 口ちいろ
(日 女体 )

5。 国武 公子
(横国大 )
5.磯 野 典子
(明星大 )

5.朝 比奈伸子
(日 体大 )

女子ダブルス

1.谷  美津代・井上  昌子
(日 体大 )
2.千 葉  陽子・松 田 敦子
(日 女体 )

3.桜 井  誠子・ 日山 裕子
(日 体大 )

4. 大塚 ソノ●●・関根  十日fr
(日 体大 )

5.大 場■i弥子・村田 嘉江
(日 女体 )

6.神 山美佐栄・ 池 田 幸子
(群  大 )
7.高 瀬  治子・松 田美恵子
(日 体大 )

8.石 井 由美子・佐円 伸江
(日 体大 )

女子ダブル ス

1 千葉  陽 f・ 松 EEl tt r
(日 女体 )

2. 近藤  ′Jヽ織・ ,度辺 多喜 r
([1女 イ本)

3_ お姜サト  」lt F ・ HI山   ネ谷 r
(H体 大 ,
3.上 野  llL苗 ・島田 秀 J´

(H女体 )
5. 林  寿 (r・ 桝谷美智 r
(日 女体 )

5 大場 iリホ r・ 小」田 嘉 ,|:
(llイ

'fイ

本)

5 '(II i羊 J・・沢内真山 美
1束 女体 )

5.高 瀬  治 F・ 松田美恵 r
(H体 大 )

ランキ ング

江戸川区 。中央区 。駒沢体育館

・鈴木 裕子

・衣袋  ―江

。渡辺 真代

・梶 ヶ谷芳子

・岡田 美子

・後藤登美子

・星野奈補子

・ 白鳥  定子

・栗原 恒夫

・渡辺 秀明

・西村  正美

・岩崎  盛和

・秋葉  博

・遠藤 正彊、

・木下  元則

・松 口 金彦

女子シングル ス

1.高 瀬  治子
(日 体大 )

2.千 葉  陽子
(日 女体 )

3.井 上  昌子
(日 体大 )

4. 矢 回 洋子
(東女体 )
5.谷  美津代
(日 体大 )

6.長 沢 広美
(東女体 )

7.桜 井  誠子
(日 体大 )

8. 日山  裕子
(日 体大 )

ヽ

昭和 50年度  関東学生バ ドミン トン選手権大会  ランキ ング
6月 13、  16、 17、 19、 20, 24～ 28日  江戸りll, 中央区, 駒沢体育館

Aプロック
男子シングルス

1.松回 金彦
(早   大 )
2.土 田 証雄
(日  大 )
3.梶 田 敏夫
(慶  大 )
3.辻   敏 弘
(法 大 )
5.遠 藤  正弘
(青学大 )
5,中 井  基夫

(わk  ブに)

5.栗 原 恒夫
(日 体大 )

5。 原  敏夫
(お姜  ヲそ)



酷
暑
ふ
き
と
ば
す
大
熱
戦

全
種
目
国
体
出
場
を
は
た
す
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◆栃本県◆ ◆滋賀県◆

◆佐賀県◆

役
員
改
選
す

滋
賀
県
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
は
、

７
月
１
日
役
員
の
改
選
を
お
こ
な
い

会
長
に
栗
本
藤
四
郎
氏

（滋
賀
里
病

院
）
が
就
任
さ
れ
、
正
岡
吉
二
郎
氏

は
辞
任
さ
れ
た
。

ま
た
事
務
局
も
左
記
の
と
お
り
移

転
し
た
。

市
民
が
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
と
し

て
、
那
須
町
は
四
月
か
ら
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
協
会
を
設
立
し
て
普
及
を
図
っ

て
い
る
が
、
黒
田
原
地
区
の
那
須
ク

ラ
ブ
が
結
成
三
カ
月
で
、
早
く
も
成

果
を
あ
げ
て
い
る
。

同
ク
ラ
ブ
に
は
、
主
婦
、
青
年
、

銀
行
員
、
公
務
員
な
ど
女
性
を
中
心

に
七
十
人
が
参
加
、
毎
週
火
、
木
曜

日
の
午
後
六
時
か
ら
約
二
時
間
の
練

習
を
続
け
て
い
る
。
九
割
の
会
員
が

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
初
め
て
や
る
人
だ

っ
た
が
、
三
カ
月
を
す
ぎ
た
現
在
、

一
人
の
脱
落
者
も
な
く
て
会
員
の
腕

前
も
上
達
し
て
い
る
。

同
ク
ラ
ブ
で
は
、
さ
ら
に
会
員
間

の
親
ぼ
く
を
深
め
る
た
め
、
会
員
だ

け
の
大
会
を
七
月
か
ら
ニ
カ
月
に
一

一
人
の
脱
落
者
も
な
く

発
会
三
カ
月
で
成
果

〒
５２０
大
津
市
馬
場

一
ノ
一
ノ
一

県
立
大
津
高
等
学
校

側
〇
七
七
五
―
二
三
―
〇
三
八
六

（事
務
局
長
）
岡
林
恒
夫

（事
務
局
）
久
保
宏

。
安
沢
武
雄

・

佐
藤
賢

・
沢
長
寿

回
程
度
開
催
、
会
員
の
技
術
向
上
を

目
指
し
て
表
彰
制
度
を
設
け
る
。
こ

の
た
め
、
会
員
も
楽
し
み
な
が
ら
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
が
覚
え
ら
れ
る
と
熱
を

入
れ
て
い
る
。

あ
る
主
婦
は
、「
い
ま
ま
で
き仝
廷
に

閉
じ
こ
も
っ
て
周
囲
の
出
来
事
が
わ

か
ら
な
か
っ
た
。
が
、
会
員
に
な
っ

て
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
わ
か
り
、

友
達
も
で
き
て
有
意
義
で
す
」
と
、

ス
ポ
ー
ツ
そ
の
も
の
よ
り
も
住
民
間

の
親
ぼ
く
が
楽
し
い
と
話
し
て
い
る
。

（栃
木
新
聞
７

・
１９
）

町
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

四
十
八
年
春
、
唐
津
市
内
の
パ
ド

ミ
ン
ト
ン
好
き
な
青
年
た
ち
が
集
ま

っ
て
結
成
。
ま
だ
比
較
的
な
し
み
の

薄
い
ス
ポ
ー
ツ
だ
が
、
昨
年
十

一
月

の
日
中
親
善
試
合
の
影
響
も
あ
っ
て

現
在
、
会
員
は
増
加
傾
向
。
唐
津
市

水
主
町
の
ス
ー
パ
ー
経
営
の
若
だ
ん

な
高
田
安
彦
さ
ん
雀
こ
を
キ
ャ
プ
テ

ン
に
男
女
そ
れ
ぞ
れ
九
人
の
チ
ー
ム

に
成
長
、
会
の
ネ
ー
ム

（シ
ャ
ト
ル

コ
ッ
ク
ス
は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
羽
根

の
意
味
）
の
よ
つ
に
大
き
く
は
ば
た

こ
う
と
し
て
い
る
。

岡
山
県
下
で
は
、
酷
暑
の
な
か
、

各
種
大
会
が
盛
大
に
行
わ
れ
、
各
コ

ー
ト
で
暑
さ
を
吹
き
と
ば
す
熱
戦
が

く
り
広
げ
ら
れ
た
。

◆
県
体
育
大
会
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技

兼
第
３０
回
国
体
岡
山
県
予
選
会

（７

・
２４

・
２５
）

▽
少
年
女
子
ダ
ブ
ル
ス

一
位
＝
橋
本

・
岡
部

（山
陽
）

二
位
＝
小
山

・
貝
原

（山
陽
）

三
位
＝
守
屋

。
若
林

（中
央
）

〃

＝
松
本

・
大
源

（翠
松
）

練
習
は
毎
週
火
、
金
曜
日
の
二
同
「

風
が
な
い
こ
と
と
照
明
は
ラ
イ
ト
に

限
る
と
い
う
条
件
の
室
内
競
技
だ
け

に
、
練
習
場
に
な
っ
て
い
る
唐
津
市

都
市
青
年
の
家
体
育
館
は
熱
気
で
ム

ン
ム
ン
。
十
分
間
も
ラ
ケ
ッ
ト
を
振

る
と
額
を
伝
わ
る
汗
が
キ
ラ
リ
と
光

，ハυ。高
田
キ
ャ
プ
テ
ン
は

「技
術
よ
り

も
ま
ず
お
互
い
に
楽
し
む
と
い
う
こ

と
が
ね
ら
い
で
す
」
と
話
す
が
、
練

習
の
ほ
か
に
開
か
れ
る
月

一
回
の
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
が
実
を
結
ん
で
、

▽
少
年
男
子
ダ
ブ
ル
ス

一
位
＝
藤
原

・
片
岡

（倉
工
）

二
位
＝
西
崎

・
楠
戸

（水
工
）

三
位
＝
藤
井

・
貝
原

（水
工
）

〃

＝
織
田

・
土
岐

（水
工
）

▽
少
年
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

一
位
＝
橋
本

（山
陽
）

二
位
＝
小
山

（山
陽
）

三
位
＝
岡
部
（
山
陽
）
松
本
（翠
松
）

▽
少
年
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

一
位
＝
平
田

（倉
工
）

二
位
＝
片
岡

（倉
工
）

こ
と
し
四
月
の
県
大
会
で
は
、
同
ク

ラ
ブ
を
中
心
と
し
た
唐
津
市
チ
ー
ム

が
優
勝
。
次
の
目
標
を
十
月
に
開
か

れ
る
職
域
対
抗
の
市
大
会
で
ク
ラ
ブ

独
自
で
優
勝
を
目
指
し
猛
練
習
中
。

だ
が
悩
み
も
あ
る
。
会
員
が
市
内

の
会
社
員
、
保
母
さ
ん
、
看
護
婦
さ

ん
、
床
屋
さ
ん
と
職
業
も
さ
ま
ざ
ま

な
た
め
、
練
習
時
間
に
制
約
が
あ
る
。

「
一
汗
か
い
た
後
の
気
分
が
い
い
』

『イ
ラ
イ
ラ
も
吹
っ
飛
ぶ
」
と
練
習

後
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
明
る
い
笑

い
が
絶
え
な
い
。
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を

き
ず
な
に
し
た
友
情
の
輪
も
広
が
っ

て
い
る
。

（佐
賀
新
聞
８

ｏ
ｌ６
）

三
位
＝
藤
原
（倉
工
）
田
中
（倉
工
）

◆
県
社
会
人
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権

大
会
兼
第
１８
回
中
国
選
手
権
大
会
県

予
選
会

（７

・
２７
）

▽
女
子
ダ
ブ
ル
ス

一
位
＝
三
田

・
藤
原
（
ク
ラ
レ
岡
山
）

二
位
＝
木
村

・
石
田
（東
陶

・
教
委
）

三
位
＝
楠
本

・
川
端

（三
石
）

〃

＝
藤
原

・
難
波

（川
鉄
）

▽
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

一
位
＝
石
田

（県
教
委
）

二
位
＝
三
田

（ク
ラ
レ
岡
山
）

新
会
長
に
栗
本
藤
四
郎
氏

大
き
＜
は
ば
た
こ
う

◆岡山県◆
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三
位
＝
木
村
（東
陶
）藤
原
（ク
ラ
レ
）

▽
男
子
Ａ
級
ダ
ブ
ル
ス

一
位
＝
藤
原

・
松
井

（三
井
造
）

二
位
＝
上
野

・
芳
上

（三
井
造
）

三
位
＝
武

・
角
田

（倉
工
Ｏ
Ｂ
）

″

＝
岡
本

・
小
田
（玉
中

・
総
中
）

▽
男
子
Ａ
級
シ
ン
グ
ル
ス

一
位
＝
芳
上

（三
井
造
）

二
位
＝
小
田

（総
社
東
中
）

三
位
＝
三
宅
）
水
工
教
）

″

＝
松
井

（三
井
造
）

▽
男
子
Ｂ
級
ダ
ブ
ル
ス

一
位
＝
板
谷

・
田
中

（水
工
Ｏ
Ｂ
）

二
位
＝
牧
野

・
船
越

（旭
化
成
）

三
位
＝
田
中

‥
水
井

（ク
ラ
レ
）

″

＝
平
松

・
保
仙

（ク
ラ
レ
）

▽
男
子
Ｂ
級
シ
ン
グ
ル
ス

一
位
＝
板
谷

（水
工
Ｏ
Ｂ
）

二
位
＝
永
山

（三
石
油
）

三
位
＝
田
中

（倉
工
Ｏ
Ｂ
）

″

＝
古
里

（旭
化
成
）

▽
３０
才
以
上
ダ
ブ
ル
ス

一
位
＝
小
松

・
藤
井

（市
教
委
）

C04D654-2020
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三
位
＝
松
井

（三
井
造
船
）
　
　
　
　
子
、
少
年
女
子
、
成
年
女
子
、
教
員

〃

＝
上
野

（三
井
造
船
）
　
　
　
　
男
子
の
四
種
目
に
優
勝
し
、
全
種
目

な
お
、
岡
山
県
勢
は
、
中
国
プ
ロ
　
　
そ
ろ
っ
て
国
体
に
出
場
す
る
。

ッ
ク
予
選
会
で
も
大
活
躍
、
少
年
男

マ
マ
さ
ん
熱
戦
を
展
開

▽
３０
才
以
上
シ
ン
グ
ル
ス

一
位
＝
藤
井

（市
教
委
）

◆
県
体
育
大
会
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技

兼
第
３０
回
国
体
県
予
選
会

（８

・
３
）

▽
成
年
女
子
ダ
ブ
ル
ス

一
位
＝
三
田

・
藤
原
（
ク
ラ
レ
岡
山
）

二
位
＝
木
村

・
石
田

（東
陶

・
県
教

委
）

三
位
＝
川
端

・
桶
本

（三
菱
石
油
）

〃

＝
岡

・
佐
藤

（三
菱
化
成
）

▽
成
年
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

一
位
＝
石
田

（県
数
委
）

二
位
＝
藤
原

（ク
ラ
レ
岡
山
）

三
位
＝
三
田

（ク
ラ
レ
岡
山
）

″

＝
木
村

（東
陶
）

▽
成
年
男
子
ダ
ブ
ル
ス

一
位
＝
上
野

・
芳
上

（三
井
造
船
）

二
位
＝
万
代

■
女
斉

（ク
ラ
ブ
）

三
位
＝
森
田

・
片
岡

（川
鉄
）

″

＝
小
松

・
藤
井

（市
教
委
）

▽
成
年
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

一
位
＝
芳
上

（三
井
造
船
）

二
位
＝
藤
原

（三
井
造
船
）

東
京
か
ら
も
参
加

パ
ー
ト
ナ
ー
と
も
ど
も
に
か
け
声
を

あ
げ
て
の
熱
戦
ぶ
り
。
敏
し
ょ
う
な

プ
レ
ー
に
は
観
覧
席
か
ら
観
戦
の
ご

主
人
や
子
供
た
ち
か
ら

「ガ
ン
バ
レ

ッ
」
と
声
援
も
飛
び
出
し
、
家
庭
の

マ
マ
さ
ん
な
ら
で
は
の
な
ご
や
か
な

試
合
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
た
。

こ
の
大
会
は
、
府
協
会
が
昨
年
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
に
励
む
マ
マ
さ
ん
選

手
が
広
く
試
合
相
手
を
求
め
、
親
善

を
深
め
よ
つ
―
と
企
画
し
た
第

一
回

に
つ
ぐ
も
の
で
、
大
会
関
係
者
は
、

「主
婦
の
ス
ポ
ー
ツ
は
バ
レ
ー
、
卓

球
、
そ
れ
に
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
が
最
も

愛
好
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
大
会
を
通

じ
て
、
さ
ら
に
主
婦
層
に
ス
ポ
ー
ツ

が
親
し
ま
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
…
」

と
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

．　
　
　
（京
都
新
聞
８

・
１８
）

府
バ
ド
ミ
ン
ト
ジ
協
会
主
催
、
京

都
新
聞
社
後
援
の
第
二
回
家
庭
婦
人

・
オ
ー
プ
ン
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

が
、
十
七
日
午
前
九
時
か
ら
、
京
都

市
北
区
の
府
立
体
育
館
で
開
か
れ
た
。

参
加
チ
ー
ム
は
京
都
の
六
チ
ー
ム

は
じ
め
東
京
や
兵
庫
県
な
ど
か
ら
の

参
加
も
あ
っ
て
計
二
十
七
チ
ー
ム
に

も
の
ぼ
り
、
昨
年
の
十
九
チ
ー
ム
を

八
チ
ー
ム
上
回
り
、
永
末
英

一
。
大

会
会
長
は

「さ杢
庭
の
婦
人
に
ス
ポ
ー

ツ
が
広
が
り
、
ま
す
ま
す
喜
ば
し

い
」
と
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
を
し
た
。

試
合
は
、　
一
チ
ー
ム
八
人
、
グ
ブ

ル
ス
で
リ
ー
グ
戦
形
式
。
ま
た
、
遠

方
か
ら
参
加
す
る
貴
重
な
機
会
だ
け

に
、
敗
者
復
活
戦
も
組
み
込
み
、　
マ

マ
さ
ん
ら
が
日
曜
日
の
一
日
、
ス
ポ

ー
ツ
が
楽
し
め
る
よ
う
配
慮
さ
れ
た
。

午
前
九
時
か
ら
の
開
会
式
に
つ
づ

い
て
各
チ
ー
ム
は
、　
一
、
二
、
二
部

に
分
か
れ
、
十
四
面
の
コ
ー
ト
で
熱

戦
が
ス
タ
ー
ト
一　
マ
マ
さ
ん
選
手
と

あ
っ
て
年
齢
層
は
二
十
歳
代
か
ら
六

十
歳
に
手
が
届
く
ま
で
と
幅
広
い
が
、

そ
れ
で
も
白
い
ユ
ニ
ホ
ー
ム
姿
が
ぴ

っ
た
り
似
合
っ
て
活
気
い
っ
ぱ
い
。

コ
ー
ト

一
面
に
白
い
羽
根
を
追
い
、
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第 8回・1969～ 70

第 9回 ・1972～ 73
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委 員 長

副委員長

副委員長

宏

治

雄

淳

正

安

宮

倉

藤

小

高

内

第10回世界バ ドミントン選手権 (ト マス杯)大会
アジア地区東側予選会実行委員会

日本パ ドミントン協会理事長

日本バ ドミントン協会副理事長

日本バ ドミントン協会常務理事

神奈川県バ ドミントン協会理事長

日本バ ドミントン協会常務理事

日本バ ドミントン協会理事

東京都バ ドミントン協会理事長

埼玉県バ ドミントン協会理事長

山梨県バ ドミントン協会理事長

茨城県バ ドミントン協会理事長

群馬県バ ドミントン協会理事長

日本バ ドミントン協会常務理事

日本バ ドミントン協会常務理事

日本バ ドミントン協会常務理事

千葉県バ ドミントン協会理事長

栃木県バ ドミントン協会理事長 舜 舜
日本バ ドミントン協会常務理事

日本バ ドミントン協会常務理事

日本バ ドミントン協会常務理事

日本パ ドミントン協会事務局長

日本バ ドミントン協会常務理事

実行委員会事務局

事務局長  村 山 幸 雄
事務局員  天 野 博 江
同   今 北 基 夫
同   黒 崎  l男
同   堺   栄  ‐

同  菅 原 幸 雄
同   関   一 誠
同  関 根 義 雄
同   中 田 正 彦
同   秦     浩
同  官 永 武 司
同    村 野   浩
同    山 本 次 生
同    山 本 洋 彦

委

委

員

員

秋 元 信 一

浅 岡   武

五十里 光 秋
遠 藤 真 男

加 藤 寛 治

神 沢  暁
里 見 光 徳

吹 田 修 ―
高 橋 重 夫

富 川   昂
並 本 万次郎
秦     浩
福 田   武
村 山 幸 雄

山 本 洋 彦

員

員

員

員

員

員

員

委

委

委

委

委

委

委

員

員

員

員

員

員

委

委

委

委

委

委

1)主    催

2)主    管

3)後    援

4) 日         Hキ

5)場    所

6)競 技 規 則
7)競 技 方 法

8)チ ー ム の 編 成
9)使 用 シャ トル

10)組み合わせ会議

11)予 選 会の役 員

第10回世界バ ドミントン選手権 (ト マス杯)大会
アジア地区東側予選会日本対香港要項

国際バ ドミントン連盟

日本バ ドミントン協会

東京12チャンネルほか

第 1日  昭和50年 9月 20日 0 14時
第 2日    同   21日 lEl)14時
国立競技場代々木第 2体育館

国際バ ドミントン連盟競技規則およびトマス杯憲章による。

トマス杯憲章により、単 3,複 2を 用意し,第 1日 は 2単 , 2複。第 2日 は 3単, 2

複の対抗戦で, 5試合を得た方を勝とする。

トマス杯憲章により,選手 6名以内。

シャトル ヨネックススポーツ株式会社製  「トーナメント デラックス」
世界選手権大会に日本製を初めて使用

昭和50年 9月 18日 14時以降

実行委員会の委員長を運営委員長,副委員長を運営副委員長,委員および常務理事を

運営委員として予選会を管理する。

名誉審判長は内藤安雄常務理事,審判員27名 ,係員22名 とする。
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◇◇本宿クラブ・スマッシュの場合◇◇

コ夏
休
み
が
終
っ
て
、
二
、
三
日
が
過
ぎ
た
頃
、

担
任
の
先
生
が
手
紙
を
く
だ
さ
っ
た
。
そ
れ
は
、
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
部
員
募
集
の
知
ら
せ
の
手
紙
だ
っ
た
。

私
は
す
ぐ
入
ろ
う
と
思
っ
て
、
学
校
か
ら
帰
っ
て
家

族
に
相
談
し
た
。
お
母
さ
ん
も
他
の
家
族
も
入
り
な

さ
い
と
喜
こ
ん
で
言
っ
て
く
れ
た
。
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

は
小
さ
い
頃
に
、
お
姉
さ
ん
と
遊
ん
で
い
た
時
か
ら

お
も
し
ろ
く
好
き
で
し
た
。
そ
れ
に
少
し
体
が
弱
か

っ
た
の
で
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
に
入
り
き
た
え
よ
う
と
思

っ
た
。
私
は

「
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
や
っ
て
い
い
」
と

言
わ
れ
た
時
、
と
っ
て
も
う
れ
し
か
っ
た
。
そ
し
て

次
の
日
、
さ
っ
そ
く
申
込
み
書
を
担
任
の
先
生
に
渡

し
た
。
最
初
は
組
で

一
人
し
か
い
な
か
っ
た
の
で
不

安
だ
っ
た
が
、
私
は
そ
れ
で
い
い
と
思
っ
た
。
そ
の

次
の
日
か
ら
私
の
友
だ
ち
が
ど
ん
ど
ん
入
る
よ
う
に

な
っ
た
げ

（現
在
小
学
校
六
年
Ｙ
子
）

一
つ
の
か
け

昨
年
八
月
十
二
日
の
昼
下
り
、
長
男
が
入
学
し
た

こ
の
小
学
校
を
訪
れ
た
。
「小
学
生
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

の
ク
ラ
ブ
を
創
り
た
い
の
で
す
が
、
講
堂
を
定
期
的

に
貸
し
て
頂
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
し
こ
の
唐
突
な

申
出
に
Ｍ
副
校
長
は
暖
か
い
返
事
を
与
え
て
下
さ
っ

た
。
四
月
に
学
校
長
が
、
新
入
生
父
母
を
対
象
に
し

た
地
域
で
の
懇
談
の
折
、
学
校
開
放

（当
時

一
般
開

放
校
、
こ
の
四
月
か
ら
開
放
推
進
校
）
に
つ
い
て
は

児
童
を
大
切
に
し
ま
す
よ
。
と
い
う
説
明
を
聞
い
て

き
た
の
が
唯

一
の
望
み
の
綱
だ
っ
た
。
と
い
う
の
は
、

そ
れ
を
さ
か
の
ぼ
る
五
月
の
末
、
勤
務
校
の
学
区
の

Ｉ
小
学
校

（
こ
の
小
学
校
で
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
一
つ

と
し
て
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
が
行
わ
れ
て
い
る
）
か
ら
は
、

学
校
管
理
上
の
点
で
遠
ま
わ
し
に
断
ら
れ
た
私
に
と

っ
て
、
二
の
日
の
訪
間
は

一
か
八
か
の
勝
負
だ
っ
た
。

き

っ
か
け

私
は
三
十
代
半
ば
に
し
て
バ
ド
ミ
ン
ド
ン
ト
ン
の

楽
し
さ
を
知
っ
た
。
中
学
校
の
ク
ラ
ブ
顧
間
と
し
て

生
徒
と

一
緒
に
勉
強
も
し
練
習
も
し
た
。
四
十
八
年

に
は
全
国
中
学
生
大
会
神
奈
川
県
チ
ー
ム
の
役
員
と

し
て
参
加
し
た
し
、
四
十
九
年
に
は
、
若
い
二
人
の

顧
間
の
力
が
あ
っ
て
、
男
女
優
勝
と
い
２

一十
四
回

の
市
大
会
の
歴
史
の
中
で
初
め
て
の
記
録
に
も
巡
り

あ
う
こ
と
が
で
き
た
。
（
こ
の
あ
た
り
の
こ
と
に
つ
い

て
は
、　
本
誌
五
十
五
号
を
併
読
下
さ
れ
ば
幸
で
す
。）

ど
う
し
て
も
エ
リ
ー
ト
化
せ
ざ
る
を
得
な
い
学
校

ス
ポ
ー
ツ
、
社
会
体
育

へ
の
移
行
と
い
う
掛
け
声
は

あ
っ
て
も
、
学
校
の
教
師
と
い
う
特
権
に
甘
ん
じ
て

い
る
指
導
者
、
旗
は
ふ
っ
て
も
末
端
ま
で
き
ち
ん
と

下
げ
て
こ
な
い
国
の
行
政
、
こ
れ
ら
疑
間
の
数
々
が

小
学
生
の
ク
ラ
ブ
作
り
と
い
う
命
題
を
私
に
課
し
た

の
だ
っ
た
。
本
当
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
小
学
生
と
楽

し
も
つ
、
こ
れ
が
私
の
希
い
だ
っ
た
。

「会
場
は
き
ま
っ
た
の
で
す
が
、
実
は
ク
ラ
ブ
員

も
い
な
い
の
で
す
。
私
の
住
ん
で
い
る
町
内
だ
け
で

は
限
ら
れ
て
し
ま
う
の
で
、
五
、
六
年
生
全
員
に
ち

ら
し
を
配
ら
し
て
頂
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
」
こ
の

厚
か
ま
し
い
お
願
い
に
も
副
校
長
は
、
「う
ち
の
方
で

作
っ
て
あ
げ
ま
し
ょ
つ
」
と
こ
れ
又
望
外
の
御
返
事
、

し
か
し
私
が
作
っ
て
届
け
る
と
い
う
こ
と
で
こ
の
日

は
辞
し
た
。
十
六
日
、
Ｔ
学
校
長
を
訪
間
、
正
式
に

ク
ラ
ブ
発
足
に
関
す
る
い
ろ
い
ろ
な
事
が
了
承
さ
れ

諸
準
備
に
取
り
か

ヽ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

足
あ
と
　
そ
の

一

〈印
名

「去
年
の
九
月
、
本
と
う
の
バ
ド
ミ

ラ
ブ
と
し
て
こ
の
練
習
が
始
ま
っ
た
時

指 ト
導 ン
の の
地 ク

横浜鶴が峰中学校教諭 測整蓋六ゴ豊
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苦
し
さ
に
負
け
ず
に
ラ
ン
ニ
ン
グ

7回

3回

19回

み
　
み
　
み

休

休

休

冬

春

夏

主
先
生
は
、
天
下
の
少
島

一
平
さ
ん
と
宮
川
秀
樹
さ

ん
を
お
呼
び
し
て
、
も
は
ん
試
合
を
見
せ
て
下
さ
り
、

そ
の
あ
と
小
島
さ
ん
か
ら
こ
の
チ
ー
ム
に
「
ク
ラ
ブ
・

ス
マ
ッ
シ
ュ
」
と
い
、２
簿
一削
を
つ
け
て
い
た
ゞ
ぃ
た
。

私
は
、
こ
の
ク
ラ
プ
の
一
員
で
あ
る
こ
と
を
い
つ
も

誇
り
に
思
っ
て
が
ん
ば
っ
て
い
る
只
六
年
Ｍ
子
）

そ
の
二
　
基
本
を
み
っ
ち
り
と

練
習
は
ラ
ケ
ッ
ト
の
握
り
方
か
ら
始
ま
っ
た
。
遊

び
的
な
も
の
と
し
て
ハ
ン
カ
チ
落
し
、
ラ
ケ
ッ
ト
に

カ
バ
ー
を
つ
け
て
の
ケ
ー
ス
転
が
し
等
。
次
に
ハ
イ

サ
ー
プ
、
こ
れ
に
は
相
当
時
間
を
か
け
た
。
右
足
を

後

へ
あ
げ
た
り
、
シ
ャ
ト
ル
が
前

へ
飛
び
す
ぎ
る
子

ど
も
。
手
首
が
弱
い
せ
い
か
、
高
く
遠
く
へ
な
か
な

か
飛
ば
な
い
。

二
つ
め
に
ハ
イ
ク
リ
ャ
ー
。
こ
れ
は
基
礎
的
な
動

作
、
す
ぶ
り
を
て
い
ね
い
に
し
た
。
始
め
は
高
く
遠

く
へ
飛
ば
す
よ
り
も
、
ま
っ
す
ぐ
さ
れ
い
に
打
つ
こ

と
に
ポ
イ
ン
ト
を
置
い
た
。
練
習
は
土
曜
日
又
は
日

曜
日
な
の
で

一
週
間
以
上
間
が
あ
く
時
は
、
私
と
ハ

イ
ク
リ
ヤ
ー
を
少
し
で
も
打
ち
合
っ
て
か
ら
、
子
ど

も
た
ち
同
志
で
打
つ
こ
と
に
し
て
い
る
。

四
、
ス
マ
ッ
シ
ュ
を
始
め
た
の
は
十
五
回
鳳

五
、
前
後
、
四
す
み
へ
の
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
二
十

七
回
目
の
一
月
十
五
日
か
Ｌヽ

一二
月
人
部
の
二
期
生

（当
時
四
年
生
男
女
）
は
も
っ
と
早
い
時
期
で

一
期

生
を
手
本
と
し
て
始
め
て
い
る
。

「毎
日
の
練
習
も
す
ご
く
規
則
正
し
く
て
、
ち
こ

く
早
退
主
記
録
さ
れ
て
し
ま
つ
し
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

も
き
び
し
く
て
な
ま
け
る
ひ
ま
も
な
い
。
そ
れ
で
も

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
は
楽
し
く
て
、
ど
ん
な
用
事
が
重
な

っ
て
も
休
む
気
に
は
な
れ
な
か
っ
た
。
練
習
日
数
は

二
十
二
回
ま
で
無
欠
席
で
発
と
書
い
た
ご
ほ
う
び
の

シ
ャ
ト
ル
も
も
ら
え
た
」
　

　

　

（一削
文
の
Ｋ
子
）

そ
の
三
　
見
学
、
そ
し
て

ダ
ブ
ル
ス
ゲ
ー
ム
ヘ

一
月
十
九
日
、
片
道
約
二
時
間
の
所
を
、
第
四
回

国
際
大
会
、
全
日
本
対
全
英
の
試
合
を
見
学
に
行
っ

た
。
ク
ラ
ブ
員
二
十
名
、
父
母
七
名
。
四
ケ
月
が
ん

ば
っ
た
お
年
二
で
あ
る
。

三

月
十
九
日
の
パ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
大
会
の
時
、

わ
た
し
は
い
ろ
い
ろ
の
人
の
ラ
ケ
ッ
ト
の
ふ
り
方
を

見
る
と
、
め
ん
が
ま
っ
す
ぐ
で
し
た
。
私
は
先
生
に

『面
が
ま
が
っ
て
い
る
」
と
言
わ
れ
る
と
こ
の
日
見

た
し
あ
い
を
思
い
出
し
ま
す
」
　

　

（五
年
Ｋ
子
）

「年
が
明
け
て

一
月
、　
い
よ
い
よ
ダ
ブ
ル
ス
の
練

習
が
始
ま
り
ま
し
た
。
最
初
は
、
も
つ
何
が
な
ん
だ

か
さ
っ
ぱ
り
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
け
れ
ど
、
先
生

の
指
導
で
わ
か
り
易
く
教
え
て
も
ら
い
、
二
月
に
は

小
島

一
平
杯
争
奪
第

一
回
ダ
ブ
ル
ス
大
会
を
行
な
い

見
事
優
勝
し
ま
し
た
」

（中

一
Ｋ
男
）

ダ
ブ
ル
ス
の
パ
ー
ト
ナ
ー
は
、
初
め
の
う
ち
は
誰

と
誰
と
組
ん
で
ご
ら
ん
と
力
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た

が
大
会
に
は
自
分
で
パ
ー
ト
ナ
ー
を
選
ば
せ
た
。
十

二
組
が
参
加
、
四
組
が
シ
ー
ド
さ
れ
た
。
小
島

一
平

さ
ん
が
二
月
二
日
に
は
こ
の
ク
ラ
プ
に
、
素
晴
ら
し

い
カ
ッ
プ
を
贈
っ
て
下
さ
っ
た
の
で
あ
れ

そ
の
四
　
い
よ
い
よ
対
外
試
合

第

一
表
の
よ
つ
に
練
習
回
数
を
重
ね
て
き
た
ク
ラ

ブ

・
ス
マ
ッ
シ
ュ
も
、
二
月
は
九
日
を
最
後
に
四
月

五
日
ま
で
講
堂
が
借
用
不
可
能
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

そ
れ
は
卒
業
期
を
控
え
て
学
校
諸
行
事
の
関
係
で
あ

る
。
そ
こ
で
ホ
ー
ム
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
失
な
っ
た
私
た

ち
は
ロ
ー
ド
ゲ
ー
ム
と
な
っ
た
訳
で
あ
る
。
二
十
二

日
、
二
週
間
の
プ
ラ
ン
ク
も
も
の
か
わ
、
ク
ラ
ブ
員

第 1表

11   月 練 習 回 数
74.  9 4回

7111冬 イ本み |

75   1 7回 (冬休み )

2 6回

3 6回 (春休み |

4 8回 (春休み )

5

6

7 12い11夏休み ‐
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ガットも自分で張れるようになった小島一平さんのア ドバイスを熱心に聞 く

２
３
の
進
学
す
る
Ｍ
中
へ
。
二
十
日
は
電
車
と
徒
歩
で

五
十
分
の
、
前
年
度
市
大
会
三
位
の
実
力
を
持
つ
Ｈ

中
に
胸

（実
は
体
育
館
）
を
借
り
に
。
二
十
一
日
か

ら
四
月
二
日
の
三
日
間
は
、
隣
接
す
る
開
放
校
Ｓ
小

学
校
で
練
習
を
続
け
る
こ
と
に
し
た
。

も
う
三
点
だ
っ
た
の
に

「
ワ

ー

』

決
ま
っ
た
。
私
た
ち
は
今
、
Ｍ
中
学
校
の
一
年
生
の

人
と
試
合
を
し
て
い
る
。
相
手
の
顔
を
見
た
だ
け
で

も
負
け
そ
つ
だ
。
今
そ
の
人
た
ち
の
コ
ー
ト
に
ス
マ

ッ
シ
ュ
を
決
め
た
の
だ
。
今
ま
で
点
が

一
つ
も
と
れ

な
か
っ
た
だ
け
に
と
て
も
う
れ
し
い
。
セ
カ
ン
ド
サ

ー
プ
、
打
っ
た
。
ス
マ
ッ
シ
ュ
、
ま
た
た
く
間
に

一

点
。
ま
た

一
占
「

も
う
何
点
リ
ー
ド
さ
れ
て
い
る
か
。

そ
ん
な
事
を
何
回
も
く
り
返
し
て
い
る
う
ち
に
一
ゲ

ー
ム
が
終
っ
て
し
ま
っ
た
。

コ
ー
ト
チ
ェ
ン
ジ
。
プ
レ
イ
。
フ
ァ
ー
ス
ト
サ
ー

プ
。
打
っ
た
。　
ハ
イ
ク
リ
ヤ
ー
が
返
っ
て
き
た
。
ス

マ
ッ
シ
ュ
。
拾
わ
れ
た
◇
今
度
は
相
手
が
ス
マ
ッ
シ

ュ
。
決
め
ら
れ
た
。
フ
ァ
ー
ス
ト
サ
ー
プ
。
打
っ
た
。

ア
ウ
ト
。
し
ん
判
の
手
が
ア
ウ
ト
の
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー

を
し
た
。
セ
カ
ン
ド
サ
ー
プ
。
飛
ん
で
き
た
羽
根
を

ス
マ
ッ
シ
ュ
。
決
ま
っ
た
。
や
っ
と
私
た
ち
の
組
に

サ
ー
プ
権
が
も
ど
っ
て
来
た
。

フ
ァ
ー
ス
ト
サ
ー
プ
。
大
き
す
ぎ
た
。
セ
カ
ン
ド

サ
ー
ブ
。
打
っ
た
。　
ロ
ン
グ
サ
ー
プ
の
ま
ね
を
し
て

シ
ョ
ー
ト
サ
ー
プ
か
」
則
に
落
し
た
。
相
手
は
前
に
思

い
っ
き
り
走
っ
て
来
た
。
か
ろ
う
じ
て
拾
っ
た
。
そ

こ
に
ス
マ
ッ
シ
ュ
。
と
う
ぜ
ん
拾
え
な
い
。
点
が
入

っ
た
。
サ
ー
プ
、
ク
リ
ヤ
ー
、
ス
マ
ッ
シ
ュ
。
試
合

は
終
っ
た
。
負
け
て
し
ま
っ
た
。
も
う
三
点
だ
っ
た

の
に
。
礼
。
あ
く
手
。　
コ
ー
ト
を
出
た
。

や
っ
ぱ
り
ま
だ
力
が
足
り
な
い
み
た
い
だ
。
今
度

試
合
を
す
る
時
は
、
絶
対
に
勝
っ
て
や
る
と
、
心
に

決
め
た
」

（六
年
Ｋ
子
）

そ
の
五
　
一
一期
生
の
募
集

九
月
に
始
ま
り
半
年
続
い
た
こ
の
ク
ラ
プ
は
、
三

月
新
し
い
部
員
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

「ぼ
く
は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
が
大
好
き
だ
。
だ
か
ら

こ
の
ク
ラ
ブ
に
入
部
し
た
。
新
入
部
員
を
集
め
る
た

め
に
Ｋ
君
や
０
君
が
ぼ
く
た
ち
の
教
室

へ
来
た
。
ぼ

く
は
す
ぐ
ク
ラ
ブ
だ
と
わ
か
り
ま
し
た
。
ぼ
く
は
す

ぐ
入
る
気
に
な
り
ま
し
た
。
初
め
に
見
学
し
た
時
、

先
生
が
と
て
も
こ
わ
く
感
じ
ま
し
た
◇
だ
け
ど
も
そ

の
せ
い
か
が
出
て
来
ま
し
た
。
ク
ラ
ブ
に
入
る
と
決

心
し
て
か
ら
何
回
か
や
め
よ
つ
と
思
い
ま
し
た
。
だ

け
ど
と
て
も
お
も
し
ろ
い
の
で
や
め
る
の
は
あ
き
ら

め
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
続
け
た
い
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

ク
ラ
ブ
で
す
」

（五
年
Ｓ
男
）

そ
の
六
　
そ

の

後

五
月
二
日
、
第
二
回
の
父
母
の
会
を
開
い
た
。
各

町
内
毎
に
代
表
の
父
母
が
選
ば
れ
、
そ
の
方
が
世
話

役
と
な
っ
て
毎
回
の
練
習
に

一
人
二
人
の
父
母
が
参

加
し
て
頂
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
又
、
毎
日
の
学
校

開
放
の
調
整
会

（く
じ
引
き
で
決
め
る
の
で
な
く
あ

く
迄
も
互
い
に
譲
り
あ
っ
て
み
ん
な
が
ス
ポ
ー
ツ
で

き
る
方
向
を
と
っ
て
い
る
）
に
も
、
こ
の
代
表
の
方

々
が
順
に
出
て
下
さ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
又
、
こ
の

日
、
先
の
Ｈ
中
の
Ｋ
先
生
が
生
徒
十
四
名
を
連
れ
て

御
礼
参
り

（？
）
に
見
え
、　
一
日

一
緒
に
練
習
や
ゲ

ー
ム
を
し
て
下
さ
っ
た
。

六
月

一
日
、
三
ツ
沢
公
園
に
あ
る
平
沼
記
念
体
育

館
で
の
区
体
協
主
催
の

「バ
ド
を
楽
し
む
会
」
に
二



第 2表  7月 末現在クラブ員数

男 女

中学 1年 1 3

'卜 116 'F 1

小学 5年

計

第

一
回
親
子
大
会

況状第 3表 参

十
五
名
が
参
加
で
き
、
大
き
な
体
育
館
で
羽
根
を
打

つ
こ
と
が
で
き
た
。

六
月
二
十
八
日
、
土
曜
日
の
午
后
、
ク
ラ
ブ
員
が

毎
日
接
し
て
い
る
会
場
校
の
先
生
を
招
待
、
先
生
と

ク
ラ
ブ
員
と
い
う
即
席
ダ
ブ
ル
ス
で
ゲ
ー
ム
を
楽
し

ん
だ
。
上
級
生
は
シ
ン
グ
ル
ス
の
挑
戦
を
受
け
、
セ

ッ
テ
ィ
ン
グ
ま
で
追
い
込
ん
だ
も
の
の
、
先
生
た
ち

の
老
巧
さ
の
前
に
く
っ
し
、「卒
業
ま
で
に
は
俺
に
勝

て
よ
」
と
は
げ
ま
し
を
受
け
た
。

七
月
二
〇
日
、
夏
休
み
に
入
っ
た

一
日
日
、
父
母

も
ラ
ケ
ッ
ト
を
握
り
、
親
子
で
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
楽

し
も
つ
と
い
つ
こ
と
で
、
小
島

一
平
杯
争
奪
第

一
回

親
子
大
会
を
行
な
っ
た
。　
一
人
の
お
し
い
さ
ん
、
十

人
の
父
、
十
人
の
母
、
二
人
の
自
宅
待
機
の
お
姉
さ

ん
、
ク
ラ
ブ
員
二
十
二
人
。
始
め
て
ゲ
ー
ム
を
す
る

お
父
さ
ん
た
ち
も

一
生
懸
命
ル
ー
ル
を
憶
え
、
ほ
ん

と
う
に
楽
し
い
半
日
だ
っ
た
。
三
回
戦
ま
で
は
十

一

点
の
三
ゲ
ー
ム
、
準
決
か
ら
十
五
点
の
一
ゲ
ー
ム
と

し
、
皆
が
少
し
で
も
参
加
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

そ
し
て
夏
休
み
。
有
志
に
よ
る
朝
六
時
発
走
の
四

～
五
キ
ロ
マ
ラ
ソ
ン
。
八
月
下
旬
に
は
二
つ
の
グ
ル

ー
プ
に
分
け
て
の
リ
ー
グ
戦
形
式
に
よ
る
第

一
回
シ

ン
グ
ル
ス
大
会
が
彼
等
を
待

っ
て
い
る
。

落
ち
穂
拾
い

発
足
か
ら
約

一
年
間
の
歩
み
を
、
七
月
中
旬
に
書

い
て
も
ら
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
作
文
を
中
心
に
記
し

て
き
た
。
こ
こ
で
は
、
今
ま
で
取
り
あ
げ
ら
れ
な
か

っ
た
こ
と
を
い
く
つ
か
メ
モ
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

①

募
集
、
会
費

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
は
誰
で
も
親
し
み
を
持
ち
易
い
が
、

ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
楽
し
む
に
は
基
礎
か
ら
の
積
み
あ

げ
、　
一
人

一
人
の
力
に
応
じ
た
細
か
い
指
導
が
他
ス

ポ
ー
ツ
以
上
に
必
要
だ
。
ク
ラ
プ
ス
マ
ッ
シ
ュ
で
は

九
月
と
二
月
、
小
学
校
四
年
男
女
、
五
年
男
を
募
集

す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
人
会
金
五
〇
〇
円

（
ス
ポ

ー
ツ
傷
害
保
険
、
ワ
ッ
ペ
ン
代
）、△
〓費
月
額
五
〇
〇

円
で
何
と
か
消
粍
品
の
や
り
く
り
を
し
て
い
る
。

●
　
コ
ー
ト
、
シ
ャ
ト
ル

や
や
古
い
体
育
館
で
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
用
の
ポ
ス
ト

の
穴
は
も
ち
ろ
ん
な
い
。
そ
こ
で
図
の
よ
う
に
ネ
ッ

ト
を
三
枚
つ
な
げ
ス
テ
ー
ジ
の
柱
と
飛
び
箱
、
マ
ッ

ト
で
両
端
を
固
定
し
、
木
の
手
造
り
の
ポ
ス
ト
で
ネ

ッ
ト
を
つ
り
あ
げ
る
一
パ
ス
ヶ
ッ
ト
リ
ン
グ
が
壁
の

中
央
に
あ
る
の
で
、
中
央
コ
ー
ト
は
エ
ン
ド
が
５０
ｃｍ

程
短
い
が
、
両
サ
イ
ド
の
コ
ー
ト
は
ギ
リ
ギ
リ
と
れ

る
。
天
丼
は
や

ヽ
低
い
が
ド
リ
プ
ン
ク
リ
ヤ
ー
な
ら

十
分
。
シ
ン
グ
ル
コ
ー
ト
の
コ
ー
ナ
ー
に
マ
ー
ク
を

入
れ
、
ゲ
ー
ム
の
時
は
チ
ョ
ー
ク
で
書
く
。
シ
ャ
ト

ル
は
エ
ー
ス
、
ス
ト
ロ
ン
グ
併
鳳

③
　
ク
ラ
ブ
員
と
出
席
状
況

別
表
の
通
り

０

暖
か
い
援
助

本
誌
五
十
二
号
で
紹
介
の
第

一
回
関
墓
茎
庭
婦
人

大
会
準
優
勝
の
神
奈
川
ュ
ー
バ
ー
ク
ラ
プ
の
Ｔ
夫
人

（区
民
大
会
等
で
以
前
か
ら
存
じ
あ
げ
て
い
た
）
が
、

九
月
の
あ
る
日
、「
私
の
娘
を
」
と
訪
ね
て
い
ら
っ
し

ゃ
っ
た
。
そ
の
後
Ｔ
夫
人
は
、
殆
ん
ど
の
土
曜
日
に

往
復

一
時
間
の
所
を
歩
い
て
指
導
に
来
て
下
さ
る
。

そ
し
て
、
ク
ラ
ブ
で
使
用
し
た
古
い
シ
ャ
ト
ル
ま
で

持
っ
て
き
て
下
さ
る
。
小
島

一
平
氏
等
も
短
時
間
な

が
ら
時
た
ま
み
に
来
て
下
さ
ゑ
）
高
く
上
が
っ
た
サ

ー
プ
に
感
嘆
の
声
が
出
る
と
、「
君
た
ち
と
レ
ベ
ル
が

」曝
つ
か
ら
な
」
と
し
ょ
う
談
を
ま
ぜ
な
が
ら
。

五
月
の
父
母
の
会
以
来
、
練
習
に
は

一
人
二
人
と

必
ら
ず
父
母
の
方
が
長
時
間

（み
ん
な
が
ゲ
ー
ム
を

す
る
と
三
時
間
半
を
こ
す
）
の
練
習
に
陪
席
、
見
学

し
て
下
さ
り
、
時
に
は
ラ
ケ
ッ
ト
を

一
緒
に
振
り
、

時
に
は
終
り
の
掃
除
も
手
伝
っ
て
下
さ
る
。
そ
の
他

欠席日数
7月 14日 ～ 7月 20日
‐期生68回 について

２０

中
η
廻
一
■
″
好

0～ 5日 2人 4人

6～ 10日 8人 5人

11-20日 4人 2人

21～ 3人 0人

計 17人 11人



多
く
の
方
々
の
理
解
、
援
助
で
こ
の
ク
ラ
ブ
は
生
れ
、

通
い
今
や
っ
と
立
ち
上
ろ
う
と
し
て
い
る
。

感
謝
の
限
り
で
あ
る
。

６
　
し
く
つ
か
の
問
題
点

「初
め
良
け
れ
ば
す
べ
て
良
し
ご
と
い
い
た
い
所

な
の
だ
が
、
そ
う
も
い
か
な
い
の
が
世
の
習
い
。
先

ず
小
学
生
の
こ
の
種
の
ク
ラ
ブ
が
襲
星
小に
近
い
ら
し

い
こ
と
。
私
た
ち
は
中
学
生
に
練
習
試
合
を
お
願
い

し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
他
の
種
目

（野
球
、
サ
ッ
カ

ー
そ
の
他
）
の
よ
う
に
普
及
す
る
に
は
時
間
の
問
題

だ
け
だ
ろ
う
か
　
イ
ン
ド
ネ
シ
ヤ
の
小
学
生
が
日
本

の
一
流
選
手
の
ス
マ
ッ
シ
ュ
を
ポ
ン
ポ
ン
受
け
る
と

い
う
話
を
聞
く
時
、
彼
の
地
の
底
辺
の
広
さ
を
素
晴

ら
し
い
と
思
う
の
は
私

一
人
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
ま

あ
そ
う
い
う
指
導
者
が
極
め
て
稀
れ
な
の
で
あ
ろ
う

し
、
そ
れ
ら
が
生
れ
る
素
地
に
つ
い
て
も
い
ろ
い
ろ

考
え
さ
せ
ら
れ
る
。

も
つ
一
つ
は
父
母
の
関
心
理
解
度
だ
。
人
部
の
理

由
に

「運
動
が
大
変
好
き
な
の
で
、
何
か
組
織
的
な

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
鍛
え
さ
せ
た
い
と
か
ね
が
ね
望

ん
で
い
ま
し
た
」
と
い
う
父
母
。
練
習
の
土
、
日
に

ぶ
つ
か
る
習
字
の
塾
を
他
に
ま
わ
し
て
貰
っ
て
、
バ

ド
を
始
め
る
な
ら
最
後
ま
で
が
ん
ば
れ
よ
、
と
励
ま

し
て
入
部
さ
せ
た
父
母
も
い
ら
っ
し
ゃ
る

一
方
、
子

ど
も
が
入
り
た
い
と
い
う
か
ら
内
容
も
良
く
理
解
し

な
い
で
、　
い
い
よ
と
、
風
邪
で
休
み
、
行
き
ず
ら
く

な
っ
た
と
い
う
の
を
聞
い
て
も
そ
れ
を
見
逃
が
し
、

練
習
が
き
つ
い
か
ら
止
め
る
と
言
え
ば
、
何
に
も
言

わ
ず
に
子
ど
も
の
言
い
な
り
に
な
り
、
ピ
ア
ノ
に
習

字
、
そ
ろ
ば
ん
に
学
習
塾

（そ
れ
も
遠
方
ま
で
）
そ

し
て
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
は
ど
ん
な
事
を
し
て
も
中

途
半
端
に
な
っ
て
し
ま
う
の
は
わ
か
り
き
っ
て
い
る

も
の
の
主
体
性
の
無
い
親
の
あ
り
方
に
疑
間
を
感
じ

る
。
こ
の
問
題
は
こ
の
ク
ラ
ブ
に
対
し
て
だ
け
で
な

く
他
の
種
々
の
社
会
教
育
に
関
し
て
も
同
じ
で
あ
ろ

う
が
。
更
に
も
つ
一
つ
は
ク
ラ
ブ
員
の
将
来
の
問
題
「

こ

の
春
中
学
に
進
ん
だ
八
人
の
り
ち
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

に
入
っ
た
者
五
人
。
し
か
し
そ
の
内
二
人
は
三
ケ
月

足
ら
ず
で
他

へ
転
部
。
彼
等
を
ど
う
育
て
、
力
を
伸

ば
し
て
い
く
か
。
通
常
は
週
に

一
回
と
い
う
ク
ラ
ブ

練
習
で
は
、
毎
日
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
、
体
力
づ
く
り
等

の
指
導
ま
で
は
私
の
力
は
及
ば
な
い
。
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
競
技
を
楽
し
み
、
体
力
を
つ
け
、
規
律
あ
る
集
団

生
活
を
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
す
る
の
が
、
こ
の
ク
ラ
プ
の

目
的
な
の
だ
か
ら
。
こ
の
レ
ポ
ー
ト
を
二
人
の
作
文

で
終
ら
せ
た
い
と
思
う
。

練
習
す
れ
ば

い
つ
か
は
羽
根
だ

っ
て
飛
ぶ
だ

ろ
う

「今
日
、
プ
ー
ル
行
か
な
い
，
」

な
ん
て
言
わ
れ
て
も
、
こ
と
わ
ら
ざ
る
を
得
な
い
時

が
あ
る
。
そ
れ
は
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
プ
が
あ
る

時
だ
。
皆
な
が
プ
ー
ル
ヘ
行
く
よ
つ
な
日
は
大
て
い

土
曜
日
か
日
曜
日
。
だ
け
ど
、
バ
ド
の
ク
ラ
プ
が
あ

る
の
も
土
曜
日
か
日
曜
日
。
ち
ょ
う
ど
重
な
っ
ち
ゃ

っ
て
、
自
分
だ
け
が
プ
ー
ル
ヘ
行
け
な
い
な
ん
て
日

も
あ
る
。
そ
ん
な
時
は
や
っ
ぱ
り
、（
バ
ド
ク
ラ
ブ
休

ん
じ
ゃ
お
う
か
）
な
ん
て
思
う
。
で
も
私
は
、
ク
ラ

ブ
の
中
で
つ
ま
い
方
じ
ゃ
な
い
か
ら
、
少
し
で
も
休

む
と
そ
の
分
よ
り
多
い
位
に
お
く
れ
て
し
ま
う
。
私

だ
っ
て
自
分
か
ら
へ
た
に
な
ろ
う
、
な
ん
て
思
わ
な

い
か
ら
、（
や
っ
ぱ
り
行
こ
り
、
練
習
す
れ
ば
、
い
つ

か
は
羽
根
だ
っ
て
飛
ぶ
だ
ろ
う
）
そ
う
思
っ
て
今
ま

で
続
け
て
き
た
。
し
か
し
、
休
み
た
い
時
は
、
そ
つ

い
う
理
由
だ
け
じ
ゃ
な
い
。
真
夏
の
太
陽
が
ガ
ン
ガ

ン
照
り
つ
け
る
よ
う
な
日
に
、
十
分
間
マ
ラ
ソ
ン
な

ん
て
言
わ
れ
る
と
、
ウ
ン
ザ
リ
。
そ
の
後
に
水
も
飲

ま
し
て
く
れ
な
い
。
な
ん
て
言
わ
れ
る
と
、
ま
す
ま

す
い
や
に
な
る
。

し
か
し
、
そ
ん
な
い
や
な
こ
と
ば
か
り
が
バ
ド
ク

ラ
ブ
じ
ゃ
な
い
、
練
習
に
毎
日
出
て
い
れ
ば
、
サ
ー

プ
だ
っ
て
少
し
は
う
ま
く
な
る
し
、
羽
根
だ
っ
て
少

し
は
飛
ぶ
よ
う
に
な
る
。
（
ク
ラ
プ
の
中
で
は
ま
だ
ま

だ
へ
た
な
方
だ
け
ど
）
そ
れ
に
、
ク
ラ
ブ
で
試
合
を

見
に
行
っ
た
り
、
他
の
体
育
館
を
か
り
て
練
習
し
た

り
、
時
に
は
、
小
島
さ
ん
や
宮
川
さ
ん
鈴
木
さ
ん
が

来
て
く
れ
た
り
し
た
。
そ
れ
に
、
ク
ラ
プ
で
マ
ラ
ソ

ン
を
や
っ
た
り
す
る
の
で
学
校
で
マ
ラ
ソ
ン
を
す
る

時
楽
だ
っ
た
り
、
ふ
っ
き
ん
な
ん
て
前
は

一
回
も
で

き
な
か
っ
た
の
に
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
な
わ
と

び
の
二
重
飛
び
だ
っ
て
そ
う
だ
。

こ
の
よ
り
に
バ
ド
ク
ラ
ブ
に
行
っ
て
い
て
い
や
な

こ
と
も
あ
る
け
ど
い
い
こ
と
だ
っ
て
あ
る
ん
だ
か
ら

こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
か
な
き
ゃ
、
と
思
う
只
六
年

Ｔ
子
、
こ
の
ク
ラ
ブ
員
だ
け
Ｈ
小
生
徒
で
な
い
）

苦
し
か
っ
た
け
ど

こ
れ
で
い
い
ん
だ
な

「四
月
の
あ
る
日
、
本
宿
小
学
校
の
体
育
館
で
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
の
練
習
が
あ
り
、
ぼ
く
は
目
ざ
ま
し
時

計
で
飛
び
起
き
ま
し
た
。
し
か
し
ま
だ
ぼ
く
の
頭
の

中
は
ぼ
う
―
と
し
て
い
て
立
ち
あ
が
る
に
や
っ
と
で

し
た
。
体
操
着
に
着
が
え
朝
食
を
食
べ
て
、
家
を
出

ま
し
た
。
行
く
と
ち
ゅ
う
、

「Ｉ
君
は
も
う
行
っ
た
か
な
」

と

一
人
ご
と
を
言
い
ま
し
た
。
そ
し
て
学
校
に
着
き

ち
ょ
つ
ど
そ
こ
へ
先
生
が
い
ら
し
た
の
で
、
み
ん
な

「お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」

と
、
あ
い
さ
つ
を
し
て
体
育
館
に
入
リ
ネ
ッ
ト
を
は

り
ま
し
た
。　
マ
ッ
ト
や
飛
び
箱
を
運
ぶ
の
で
、
あ
せ

を
か
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。
運
び
終
っ
た
時
は
、
ふ

ら
ふ
ら
で
今
に
も
た
お
れ
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ



の
あ
と
は
ぞ
う
き
ん
が
け
で
体
育
館
を
二
お
う
ふ
く

し
ま
す
。　
一
お
う
ふ
く
だ
け
で
、

「た
い
へ
ん
だ
な
」

「ほ
ん
と
足
が
い
た
く
な
る
」

「で
も
が
ま
ん
が
ま
ん
」

「あ
と

一
お
う
ふ
く
、
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
し
ょ

つ
」
と
Ｎ
君
と
し
ゃ
べ
り
ま
し
た
。
で
も
ぼ
く
は
こ
の
苦

し
さ
に
た
え
て
い
け
る
だ
ろ
う
か
、
と
思
い
ま
し
た
。

し
か
し
こ
こ
で
や
め
て
し
ま
っ
て
は
も
と
も
こ
も
な

い
と
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
終
っ
た
ら
ぼ
く
の
一
番

い
い
サ
ー
プ
の
練
習
で
す
。
先
生
が
、

「サ
ー
プ
の
練
習
」

と
お
っ
し
ゃ
っ
た
時
、
ぼ
く
は
思
わ
ず
、

「や
っ
た
あ
」

と
さ
け
び
ま
し
た
。
で
も
な
ぜ
か
今
日
だ
け
左
ヘ
シ

ャ
ト
ル
が
飛
ん
だ
り
、
右

へ
飛
ん
だ
り
し
て
、
な
か

な
か
ま
っ
す
ぐ
に
は
飛
び
ま
せ
ん
で
し
た
。
ク
リ
ア

の
練
習
の
時
は
、
手
首
の
す
じ
が
い
た
く
な
り
手
全

体
が
と
て
も
だ
る
く
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
も
が
ん
ば

っ
て
や
っ
て
い
る
と
先
生
が
、

「新
人
生
は
な
わ
と
び
を
男
が
千
回
、
女
は
八
百

回
」
　
　
　
　
　
　
　
・

と
お
っ
し
ゃ
っ
た
の
で
、
み
ん
な
は
も
う
ス
ピ
ー
ド

で
始
め
ま
し
た
。
十
分
位
た
つ
と
み
ん
な
終
り
ま
し

た
が
ぼ
く
は
少
し
頭
が
い
た
い
よ
つ
な
感
じ
が
し
ま

し
たさ
い
ご
は
一
番
苦
し
い
運
動
で
す
。
い
っ
も
の
（註

あ
お
む
け
に
寝
て
足
を
上
げ
下
げ
す
る
腹
筋
の
運

動
）「上
げ
て
」

「下
げ
て
」

と
い
つ
ご
つヽ
れ
い
で
や
り
ま
し
た
。
ぼ
ぐ
は
も
う
五

製
欝
察
貿
ゲ抒
異
野
Ⅸ、
議

っ
た
時
は
あ
せ
で
び
っ
し
ょ
り
に
な
り
、
に
え
た
っ

た
湯
の
中
に
入
っ
た
よ
つ
で
し
た
。
あ
と
は
軽
い
体

そ
つ
を
し
、
せ
い
列
を
し
て
先
生
の
話
を
聞
き
、
礼

を
し
て
帰
り
ま
し
た
。
帰
り
な
が
ら
、

「苦
し
か
っ
た
け
ど
こ
れ
で
い
い
ん
だ
な
」

と
つ
ぶ
や
き
ま
し
た
ピ

（五
年
Ｓ
男
）

５０
。
８
ｏ
ｌ２
記

（横
浜
市
旭
区
在
住
、
中
学
校
教
師
）

（■
集
部
か
ら
、
本
稿
に
対
す
る
ご
意
見
や
ご
質
問
、

筆
者
と
ご
連
絡
を
と
り
た
い
方
は
、
編
集
部
あ
て
ど

し
ど
し
ハ
ガ
キ
を
お
寄
せ
下
さ
い
。
広
く
社
会
体
育

の
一
環
、
底
辺
拡
大
の
芽
と
し
て
育
て
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
）

ヽ〆

Ｆ

Ｆ

Ｌ

目

麗



昭和 50年度 日本バ ドミン トン協 会検定 審査用具一覧表
(単位  円 )

河 崎 ラ ケ ッ トエ 業 榊

140ト ヨ ダ ス

検 定 合 格

シヤトル・水鳥の部

トーナ メン ト・デラックス

トーナ メン ト
オフィシャル
エ リー トエー ス
エ リー トトップ

エ リー トデラ ンクス

サンバ タスター
サンバ タキング

サ ンバ タクイー ン

トーナ メン トブルー

トーナ メン トホワイ ト

トーナ メン トブラ ンク
フアース トシルバー
フアー ス トグリーン

ファー ス トゴール ド

サンワ印ハイレッ ド
ゴール ド

ハ タチ ビクトリー

シヤトル・陸鳥の部

トレーニングコック
サ ンバ タ

ネットの部

No48 TR
NQ52 A
NQ501 sVA
KT-518
糸串20 1S/12本 テ トロン防糸llロ ープ llt用
サ イロン210D/12本   ″
糸串201s/12本 ビニロンローフ・fStサ ll
ナ イロンA(ナ イロンラッセル15本 )
サ イロンB(ナ イロン12本 )
イ)敷 ビニロン 20/12本

ポストの部

T座式スチールポール
バ ドミン トン支小l:ホ ール式
バ ドミン トン支柱 T'11式

ヨネ ノクス・スポーツlHI

tl I山 iラ ケ ン ト I:業 にヽ

伸 諸 ′I:製 作 ナリi

憫 ト ヨ ダ ス ボ ー ツ

イ「 F・R会 社 ジ ャ ワ 商 会

ヨネ ンクス スボ~ツ いや
榊 li名  ′l: 製 イ4¬折

ミセ キ ネ ン ト製 作 ,"

ヨネックス・スポーツ伸

伸  小  川 長 春 館

ファインス トロー ク  (初 級用 )
ウィニングコー ス   (選 手用 )
スタ ミナ      ( 〃 )
スタ ミナデラックス  ( ″ )
ブルー リー ス    ( ″ )
オールマン     ( ″ )
エ リー ト     ( ″ )
No2000ニ ュープラック (初級り|;)
No10oOニ ュー ミニ   ( ″ )
No 8ウ ィンナー    ( ″ )
No 7シ フレバー      (  ″  )
ハイ トーマ ス    (選 手用 )
エ クセ レン ト   ( 〃 )
フレバー ドII         (  ″  )
,レバー ドIII         (  ″  )
スワニー       ( ″ )

ウェアの部

140 クーフレネック
141男 rシ ャツ
142男 Fシ ャツラィン入り
144男 rシ ャツェ リカラー
241女 rシ ャツ
242女 rシ ャツライン人り
243女 rシ ャツノー スリーブ
120 ショー トパンツ
121        ″

122       ″
20o巻 きスカー ト
201フ レアスカー ト
202プ リー ツスカー ト
172セ ーーター
176ベ ス ト
214ワ ンピー ス
820男 rシ ヨー トパ ンツ
920女 rシ ョー トパ ンツ
94()女 rワ ンピー ス
950 フ
゜
フレオーバー

960女 rス カー ト
テ ンドテ イン リンショー トパ シツ

テッ ドテ ィン リン半袖 シャツ

デフ ィショー トパンツ

l l「

11」

11J

lオ J

lオ l

lイ J

l lJ

l ttJ

l オI
I Jj

lオ l

lオ l

l JJ

lオ J

lオ∫
1オ「
1オ J

lオ ]

lJ「

3,700
3,200
2,900
2,900
3,200
3,700
3,800
3,200
2,900
3,000
3,200
2,750
2,800
2,600
3,000
2,4o0
2,900
2,700
3,600

4,600
3,800
4,600
4,400
4,300
4,500
3,900
4,700
4,300
3,8o0

22,000
10,000
18,()00

2,200
2,000
3,000
3,500
4,Ooo
4,500
5,000
2,500
2,000
1,500
1,200
4,000
4,200
4,500
4,500
4,500

1,800
2,000
2,200
3,200
2,000
2,2o0
1,900
2,800
2,400
2,100
2,600
1,900
2,2(10

5,500
4,500
5,500
3,300
2,50()

6,500
6,000
3,800
3,300
3,700
3,500
2,500

ポ ー ッ

体●  ゴ  ー   セ

打

打

和

ン

　

い

セ

　

業

″
　
″
　

　

一　
″

工

一
ゴ
　
　
４」

憫

帥

　

羽

店

ォ
　
　
　
仰

　

い

商

イ‐
　

　

業

　

綱

， 路

テ

″

″
　

　

″

″

′，１‥

″
製

朽

　

イ

・

ジ
　
　
　
犀

　

本

い

軸
　
　
　
針

　

松

ヨネ ンクス・ スポーツ(榊

河 崎 ラ ケ ッ ト Il業 輸

|



D G10バ ドミン トン支柱 (S型 )
D G20   ″   (移 動型 )
バ ドミン トンポス ト
パ ドミン トンポス ト (T′ ,11)

ラインテープの部

415コ ー トテープ
カワサ キラインテープ

D K91ラ インテープパ ドミン トン用
赤 Mラ インテープ

審 査 合 格

合成シヤトルの部

ナ ンシユ    1個
メイビス   1打
カワサキ・ リープ (合成 シャ トル )
ハ タチハネエー ス  1打

ラケットの部

9100ス リムステンレス
9000ハ イステンレス
8100プラッキー
8000ア ル ミナハ イパワー
7000 アフレミナエース
6500 ト ンプエ~~ス
6000フ ァイブエー スデラ ンクス
30()()カ レッジエイ ト
20o()キ ングダイヤ
10()0ク インハー ト
900Gス リーエー ス (No10 C)
8()()G スリーエイ ト (N(18C)
700Gラ ッキーセブン
S-74ォ ールア タック
S-73オ ールマ イテ ィ
No3500 キングメイ ト
N(,3000 コ・―ル ドキン ク

‐

No2500キ ングアロー
No 2000キ ングクリッパー
No1000 シルバーデラックス
M900  スナ ンプ
No800  ダン́デ ィ
NQ 7  ティピカル
ハー ドショッ ト (初 級用 )
エバーウィン  ( ″ )

13,500
24,000
10,000
10,000

2,300
2,000
2,000
1,800

200
2,400
2,700
2,7∞

5,300
4,800
5,500
5,000
5,000
4,300
4,500
3,000
2,500
2,200
2,300
1,900
1,500
5,500
4,500
4,300
3,800
3,000
2,500
2,2∞
2,000
1,7∞
1,4C10

1,600
1,900

輸

い

い

い

一］・ム

・
　

ツ
　
　
ゴ

株″ノ和

（
崎

ヨ

河

セ

昭

所

伸

伸

榊

作

¨

製

業

製

ス

ト
・　
ツ
エ

江

ス

ケ

諸

″

』

立

伸

ヨ

河

羽

セ    ノ

ψや  者「  オ寸

―   帥

製 作 所

ヨネックス・ スポーツ棘

伸 諸 之I製 作 所

河 崎 ラ ケ ッ トエ 業 い

デフィ半ネ山シャツ

リースショー トパ ンツ

リースフレア スコー ト

リースプ リー ツスコー ト

リー ス巻 スコー ト

リー ス半袖 イタリアンネ ンクシヤツ

リー ス半袖 V衿 シャツ
リース半袖シャツ

リーススリープレス

リー ス長袖シャツ

リー ス半袖 シャツ

L-1206ラ コステ紳 liポ ロシャツ
」-5093ラ コステ巻 スコー ト
」-5020ラ コステプ リーツスコー ト
」-54Hラ コステワンピー ス
L-1514ラ コステ婦人ポロシャツ
L-223()ラ コステ神 |:シ ャツ
」-20o6ラ コステシ ョー トパ ンツ
L-1268ラ コステ紳 l:ハ イネッタ
L-1212ラ コステ神 I:ポ ロシャツ
L-61∞ ラコステベ ス ト

シューズの部

No335パ ドミン トンシュー ズ
No336          ″

カワサキバ ドミン トンシュー ズ

ストリングスの部

ロンシープ

コンカー

アカツキナ イロン

No100レ オー ネシープ
m20  サ /:ノ ~~プ
600ヨ ネックスシープ
610ヨ ネッタスシープ DX
ハイオーシープ (デfス パ イラル )
″    (ア ンパー )
″     (デ Fス パ イラル )
″   (ピ ンクスパイラル )

ハ イシープ

ヨネックス・ スポーツい

河 崎 ラ ケ ッ トエ 業 輸

河 崎 ラ ケ ッ トエ 業 い

榊 諸 江 製 作 所

ヨネックス・ スポーーツ帥

ぃ ゴ ー セ ン

2,900
2,100
2,lKXl

3,400
2,500
2,000
2,5∞
2,000
2,300
1,500
2,000
1,900
1,800
2,000
2,100
4,300
4,500
4,500
5,800
3,500
4,800
3,200
3,800
3,8CXl

6,800

2,4()0

2,500
2,500

い興
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″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″
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″
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バドッ子ラブちやん

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
は

相
手
の
打
っ
た

シ
ャ
ト
ル
コ
ツ
ク
が

床
に
落
ち
る
前
に

受
け
取
ら
な
け
れ
ば

５
号
＝
女
王
の
座
め
ざ
し
て

６
号
＝
女
子
Ｃ

・
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

７
号
＝
ト
マ
ス
杯
ア
ジ
ア
地
区
決
勝

８
号
＝
ト
マ
ス
杯
決
勝
総
ま
く
り

９
号
＝
海
外
遠
征
特
集

１０
号
＝
社
会
人
選
手
権
総
ま
く
り

Ｈ
号
＝
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
特
集

‐２
号
＝
東
日
本
学
生
選
手
権
大
会

‐３
号
＝
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
総
特
集

‐４
号
＝
全
日
本
教
職
員
選
手
権
大
会

‐５
号
＝
ケ
ガ
に
強
く
な
ろ
う

‐６
号
＝
団
体
ワ
イ
ド
特
集

‐７
号
＝
日
で
見
る
技
術
講
座

‐８
号
＝
全
日
本
総
合
選
手
権
詳
報

‐９
号
＝
ア
ジ
ア
大
会
総
ま
く
り

２０
号
＝
社
会
人

・
学
生
対
抗

２‐
号
＝
底
辺
の
拡
大
を

２３２２
暑
‐‐‐―
｝
跡
鶴
魏
しヽ な

（
ぜ
（
併ノレ
「
）
に

２４
号
＝
中
国
と
の
交
流
問
題

２５
号
＝
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
特
集

２６
号
＝
青
春
の
映
像

。
相
沢
マ
チ
子

２７
号
＝
次
代
の
ト
ッ
プ
を
さ
ぐ
る

２８
号
＝
女
子
学
生
界
の
展
望

２９
号
＝
栂
野
尾
初
優
勝

３０
号
＝
第
１
回
国
際
女
子
競
技
会

３‐
号
＝
全
英
で
単
複
制
覇

３２
号
＝
ユ
ー
バ
ー
杯
代
表
そ
ろ
う

３３
号
＝
売
切
れ

３４
号
＝
宿
願
の
ユ
杯
３
連
覇

３５
号
＝
ユ
杯
に
見
る
連
続
写
真

３６
号
＝
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
特
集

３７
号
＝
ト
マ
ス
杯
地
区
決
勝
で
敗
る

３８
号
――
中
国
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
実
力

３９
号
＝
国
体
詳
報

４０
号
＝
売
切
れ

４‐
号
＝
第
２
回
国
際
女
子
競
技
会

４２
号
＝
売
切
れ

４３
号
＝
売
切
れ

４４
号
＝
近
づ
く
生
国
と
の
対
決

４５
号
＝
底
辺
を
広
げ
支
え
る
人
々

４６
号
＝
続

。
生
国
の
実
力
と
周
辺

４７
号
＝
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
特
集

４８
号
＝
第
１
回
日
中
大
会
詳
報

４９
号
＝
国
体

・
全
日
本
総
合
特
集

５０
号
＝
中
国
チ
ー
ム
に
学
ぶ
写
真
集

５‐
号
＝
第
３
回
国
際
競
技
大
会

５２
号
＝
湯
木
２
度
目
の
全
英
制
覇

５３
号
＝
全
英
選
手
権
を
ふ
り
返
っ
て

５４
号
＝
ピ
ン
ナ
ッ
プ
写
真
特
集

５５
号
＝
第
５
回
女
子
Ｃ
ト
ー
ナ
メ
ン

５６
号
＝
カ
ナ
ダ
オ
ー
プ
ン
優
勝

５７
号
＝
全
英
選
手
権
写
真
大
特
集

５８
号
＝
デ
ン
マ
ー
ク
オ
ー
プ
ン

５９
号
＝
第
二
回
訪
中
友
好
試
合
詳
報

６０
号
＝
売
切
れ

【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
界
】
第
７０
号

昭
和

ｍ
年

７
月

２５

日
　
印
刷

昭
和

５０
年

８
月

１

日
　

発
行

●
集

豪
発

行
人
　
■

　
　
　

　
　

浩

発
行

所
　

東
京

都

渋
往
区
神
南

一
の

一
の

一

岸

記
念
体
青

曽

内

日
本

パ
ド

ミ

ン
ト

ン
協

会

電

話

四

六
七

〓

〓

一
一
（
内
●

γ

二
五

一

四
六

七

七
〇

九
五

（
直

通

）

郵
使

■
号

　

一
五
〇

振

薔

口
座

・
東
京

三
二

一
九

二

印
刷

所
　

東
京

都
豊
島

区
市

大

塚

二

―

二
九

明
安

印
刷
株
式

会

社

定
価

　

一
部

二
百
二
十
円

◎無断転載を禁ず

★
本
誌
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
頒
布
い
た
し
ま
す

◇

一
冊
‐５０
円

（送
共
）
に
均

一
化

本
誌
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
そ
ろ
え

た
い
と
し
ヽ
、
つ
読
者
の
皆
様
の
ご
要
望

に
そ
っ
て
、
，Ｖ
」に
創
刊
号
か
ら
６０

号
ま
で
の
う
ち
、
お
分
け
出
来
る
も

の
を
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
ご
希
望
の
号
数

と
冊
数
を
は
っ
き
り
と
ご
記
入
の
う

え
、　
一
冊
に
つ
き
１５０
円
を
、
必
ず
現

金
書
留
で

「バ
ド
界
編
集
部
」
あ
て

お
送
り
下
さ
い
。

こ
の
一
冊
１５０
円
に
は
、
送
料

・
発

送
事
務
費
す
べ
て
を
含
み
ま
す
の
で
、

送
料
は
加
算
し
な
く
て
け
っ
こ
う
で

す
。
本
誌
は
初
期
の
も
の
と
最
近
の

も
の
と
で
は
定
価
が
異
な
っ
て
い
ま

す
が
、
事
務
手
続
の
簡
素
化
と
発
送

の
迅
速
化
を
図
る
た
め
、　
一
冊
１５０
円

に
均

一
化
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
を

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
下
さ
い
。

な
お
、
在
庫
は
少
な
い
も
の
も
含

ま
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
万

一
売
切

れ
の
場
合
は
悪
し
か
ら
ず
ご
了
承
下

さ
い
。
そ
の
際
代
金
は
現
金
書
留
に

て
ご
返
送
い
た
し
ま
す
。

本
誌
は
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
百
科

辞
典
と
も
い
つ
べ
き
も
の
で
す
の
で

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ

ー
を
お
揃
え
に
な
る
よ
つ
、
お
す
す

め
い
た
し
ま
す
。

〈あ
て
参

〒
‐５０
東
京
都
渋
谷
区
神
南

一
ノ
一
ノ
一

生
記
念
体
育
会
館
内

・
日
本
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
協
会
Ｌ
バ
ド
界
」
編
集
部

―
―
必
ず
現
金
書
留
で
―
―

〈バ
ッ
ク
ナ
ン
パ
ー

一
覧
〉

創
刊
号
＝
ユ
ー
バ
ー
杯
初
防
衛

２
号
＝
国
際
学
生
選
手
権

３
号
＝
全
国
に
広
が
る
底
辺
活
動

４
号
＝
国
体
詳
報
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スピー ドyヾワー、スマー トーー近代バ ドミントンを追求するゴーセン

/

Hy Thomls NO.Lt/\J'f-?1

勝ちたいなぢ
ゴーセ ンパ ドミン トンラケ ントの 人気が急

L'「 してい ます。一流選 手のア ドウ ァ イスを

手責傾向勺に取 り入れ 、開 発 さオしたキキ殊 イトllxに よ

る力強いフレーム 、 1友 群の弾 ′J性 、 lTl量 ・バ

ランスの素 H青 ′)し さな どがその秘密。

さらに世 界で初め ての ステンレスワ イヤー

巻付・特殊油・ 香水 入リガ ント 《ウ ィンテ ン

クス)が加lわ れば まさに 鬼に令棒。あなたの
スコアア ノプは ゴ~セ ンにお まかせ ドさい。

+*=ta?tf-LEJO

“

ン ニリ
:

“
ノ

★世界の が ントと言われ るコ・―センガ ントは 、

その一 本一本にすべ て品質保証の ネームが記

入さオしてい ます。 よ く確かめ類似品に コ li意
ドさい。

●レィープさで定評のゴーセンバドミントンラケ′卜もお試し下さい。

ラ ケ ツ ト の 決 め 手

Hy tthomas
●本社・大阪市東区豊後町 4806-942‐ 5816

●東京支店・東京都台東区蔵前4‐ 14‐ 28∞ ‐862-6576

氏
:
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′
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イ

GogeN-LugtFo

GttEヽ 耐ヽ
―
―
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l'('rftrlrr(-(l 
^1ffi 

.(i( \lrinll



月
刊

「
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
界
」
第
７０
号

昭
和

五
十
年
八
月

一
日
発
行

（
晦
月
第一
Ⅷ
卜
醐
麟
妬
詳
可
　
発
行
所

昭
和
四
十
四
年
十
二
月
二
十
三
日

茎
界
都
渋
谷
躯
訥
舗
に
シ
ニ〓″
内一　

日
本

バ

ド

ミ

ン
ト

ン
協

会

定

価

二
百

二
十

円

時速270Mの
スマッ潔■/

まっ黒いラケットから、まっ白いシャトルコッ

クが時速270kmの スピードで、相手コートに

たたきつけられる。目にもとまらぬスマッシ

ュ。今や噂のラケット、プラッキー。その秘密は

ヨネックスが初めて可能にした、極細の特殊

ステンレスシャフト。ぐんと静田身で、普通よ

り長目ですから、まるでムチのように打つ瞬

間鋭利にしなります。息をのむ反発力です。そ

のうえ、特殊合金フレームの強さがプラスさ

れ、切れ味のよい攻撃力。あそこで、ここで、

プラックパワーと恐れられています。

h8100 BLACKEN
●No 8100プラッキー……………… ¥5′ 500


